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研究成果の概要（和文）： 本研究は、ホロコースト後のユダヤ世界におけるカネとモノの流れを究明し、同胞からの
寄付や迫害に対する補償といった名目で欧米からイスラエルへ流れ込んだ物資や資金が、ホロコースト生存者の再生を
助ける一方で、他方ではこれがイスラエルを強化し、同時にパレスチナ問題の継続につながったか、物的な側面からの
解明を試みた。この結果、ホロコースト後の欧米社会全体が、政治的・金銭的にイスラエルを支えてきたことが明らか
となったが、米国ユダヤ人社会からの金銭的援助の規模は、史料上の問題もあり判明しなかった。予定されたイスラエ
ルでの研究滞在を政治状況により断念したため、イスラエル内部での外部資金の解明も進まなかった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is twofold; (1) to determine the nature and the size of f
inancial aid given to Israel by the Diaspora Jewish communities and the Western nations after the Holocaus
t, and (2) to analyze how these aids affected the development of the Palestine refugee issues.In short, it
 was difficult to determine the movement of money and goods from Diaspora communities, since historical do
cuments regarding private donations are not open to the researchers. Due to the limited access to the docu
ments of fund-raising organizations, this research project did not advance in the way it was planned.  Mor
eover, projected research stay in Israel was canceled due to the destabilization of Middle East around 201
4.
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１．研究開始当初の背景   
ホロコースト後、欧米のユダヤ人社会から
イスラエルに移住したホロコースト生存者
の援助と、ユダヤ人国家の安全保障のために、
この国に巨額の資金援助がなされた。これは
ディアスポラ社会のユダヤ人同胞による個
人的な寄付や、ユダヤ統一アピール（UJA）
に代表される大規模な資金収集団体の活動
を通してなされた。同時期には、ルクセンブ
ルク協定に基づくドイツの補償が、国家建設
に必要とする機械や原料などの物資をもた
らし、イスラエルのインフラが形成された。
ただしこうしたイスラエル社会の発展は、建
国時に獲得した土地への実効支配を確立す
ることと直結していた。つまり、農地の開拓
や入植地の建設により、国外に脱出もしくは
追放されたパレスチナ人の「不在」が既成事
実化する過程でもあったのだ。 
ホロコーストとパレスチナ問題の間には、
明確な「物的」関連性があるにもかかわらず、
これまでの歴史学においては、この二つの物
的関連性を解明する試みは「タブー」であっ
た。なぜなら、イスラエルがホロコーストと
パレスチナ問題は次元の異なる二つの問題
だと主張しており、「犠牲者」としてのユダ
ヤ人の主張に敏感な欧米社会においては、イ
スラエルの立場への正面からの挑戦は、政治
的に困難であった。かつての犠牲者が加害者
となったという、安易なイスラエル批判は反
ユダヤ主義であるという理解の元、ホロコー
ストとパレスチナ問題の間に、どのような具
体的な関連性があるのかは、研究されてこな
かったのである。 
 
２．研究の目的 
 上に述べたような認識に立ち、本研究はホ
ロコースト後のユダヤ世界におけるカネと
モノの流れを究明し、同胞からの寄付やナチ
迫害に対する補償といった名目でアメリカ
やヨーロッパからイスラエルへ流れ込んだ
物資や資金が、ホロコースト生存者の再生を
助ける一方で、他方ではこれが国家としての
イスラエルを強化し、同時にパレスチナ問題
の継続につながっていったのかを、物的な側
面から解明する。外部からの資金と物資によ
りイスラエル社会がどのように変貌し、それ
が国内の土地法制や入植地の建設といかに
関わり、結果的にホロコーストとパレスチナ
問題の間に「物的連続性」を生み出している
のかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
主にアメリカ、ドイツ、イスラエルの文書
館史料で史料を収集し、第二次世界大戦が終
了した時点から、1967 年の六日間戦争にお
けるイスラエルの勝利でユダヤ人国家の存
続が確実となる時期までを対象に、史料解読
に基づく実証研究を行う。本研究は二段階の
分析から構成され、 
（１）欧米からイスラエルへ流れ込む資金・

物資の分析。 
（２）そのイスラエルにおける使われ方の解
明。 
この二つを総合して、結論を導く。 
（１）においては、イスラエルへ流れ込む外
部資金には大きく分けて二種類あることが
指摘できる。ひとつにはナチ迫害に起因する
もの（返還された財産、個人への補償金、ル
クセンブルク補償協定による物資の支払い
など）、もうひとつは欧米の同胞ユダヤ人社
会から出資されたもの（個人による寄付金・
義援金、ユダヤ民族基金(JNF)への出資金、
イスラエル国債の購入代金、寄付金収集団体
であるユダヤ統一アピール(UJA)が集めた資
金など）である。前者、ナチ迫害に起因する
補償金の流れについては、自分のこれまでの
研究により大筋で検証済みであるので、本研
究では主に後者、アメリカからの資金・物資
の流れの解明を行う。また、ここではユダヤ
人社会内から出資されるものに限定し、アメ
リカ政府や国際機関による借款、供与は考慮
しない。こうした史料は、主にユダヤ人組織
の本部や、ニューヨークの Center for Jewish 
Historyである程度収集可能である。 
（２）においては、国内におけるパレスチナ
人の「不在」の既成事実化という観点から、
不動産に関連する側面に限定し、この分野に
投入された資金や物資の使われ方を分析す
る。つまり、土地の購入、開発、緑化、農地
整備、キブツや入植地の建設、道路・水道・
工場などのインフラ整備、さらに土地に関連
する融資、トラクターや肥料の購入などに、
どれほどの外部資金が投入されたかをつき
とめる。こうした史料は、イスラエルのシオ
ニスト中央文書館、JNF資料館などで収集予
定である。 
最後に、（１）と（２）における分析を総
合することにより、外部資金がパレスチナ難
民の残置財産との関係で具体的にどう関わ
っているか明らかになり、ホロコーストとパ
レスチナ問題の物的関連性が浮かび上がる
と思われる。 
 
４．研究成果 
 助成期間中、平成 21 年度、22 年度、24 年
度の３度にわたるアメリカに研究滞在を行
った。平成 24 年度のそれは、ほぼ半年にわ
たる長期滞在であった。これによりアメリカ
のユダヤ人社会からの資金・物資の流れに関
し、どのような組織が関与し、どのような形
の援助がなされたか、その全体像については
ある程度判明した。しかし、イスラエルに流
れた資金の規模については、史料的な問題に
ぶつかり、判明しなかった。その背景には、
個人の寄付という私的な行為は、必ずしも文
書に残らず、またこうした情報は公開義務も
ないことがある。ディアスポラ社会の中核的
寄付収集団体である UJA の史料は、全くオー
プンになっておらず、アクセスの手段がなか
った。 



このため、助成 2年目の段階で、金銭の流
れの解明では成果が出にくいと判断し、ある
程度アプローチの方向を変更した。より史料
的な裏付けの取りやすい分野にシフトし、ホ
ロコースト教育によるディアスポラ社会で
のイスラエル支持の形成の仕組みを解明す
るよう試みた。具体的には、全米の大学にお
けるイスラエル支持の学生団体、ヒレルの活
動や、ADL（Anti-Defamation League）の啓
蒙活動などに焦点を当てて、史料を収集した。
その結果、一般的な人権教育としてなされる
ホロコースト教育が、実際には非ユダヤ人社
会にイスラエルの立場への理解を求める場
になっていることが分かった。 
研究方法の（２）については、さまざまな
理由で断念をせざるを得なかった。まず、平
成 24 年度に予定していたイスラエルでの 6
か月の研究滞在が、アラブの春の拡大や、イ
ランの核疑惑による戦争の可能性といった、
中東情勢の不安定化のために見合わせざる
を得なくなったことが大きい。このため、イ
スラエル国内で海外からの金と物資がどの
ように土地の実効支配と直結していたかを
明らかにすることはできなかった。この点は
本助成研究でやり残した部分である。 
このため、本研究の問題意識を継承して、
平成 26 年度より共同研究「戦後ユダヤ世界
の形成とパレスチナ問題の『否・解決』―学
際的研究を目指して」(基盤研究 C,研究代表
者：野村真理)を行っているが、この中で順
次解明してゆきたいと考える。 
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